
奈良労働局「働き方改革推進本部」だより R1年度 Vol.7 
 

奈良労働局では、長時間労働の削減、年次有給休暇の取得促進をはじめとした「働き方改革」の実現

に向けて、川村徹宏労働局長を本部長とする「働き方改革推進本部」を設置し、県内の経済団体等・企

業経営者に対して、自主的な働き方の見直し（「働き方改革」）を推進しています。また「働き方改革」

の一環として、労使協調の下、年次有給休暇の計画的付与制度の導入や、土日・祝日に年次有給休暇を

組み合わせる「プラスワン休暇」の実施を推進しています。 
                                         

令和元年１１月１９日 
 

県内企業経営者に「働き方改革」の取り組みを要請 
 

この日は、県内の企業経営者に対する働きかけとして、川村本部長が株式会社丸島アク

アシステム 奈良工場（大和郡山市）を訪問して、前田工場長に要請書を手渡し「働き方改

革」の取り組みに関する協力要請及び意見交換（懇談）を行いました。 

                                         

 

（１）訪問企業の紹介 

株式会社丸島アクアシステムは、１９

２８年創業、大阪市に本社を置き、ダム・

河川用水門事業等を行う企業。奈良工場

は１９７６年に建設され、主力工場とし

て水門の製造等を行っている。 

労使で構成される生産性向上委員会

において、ワーク・ライフ・バランスの

推進、若者・女性をはじめ多様な人材の

活用などに取り組んでいる。 

 

（２）働き方改革に関する意見・取組の内容 

○【「働き方改革」について】 

当社は「働き方改革」を進めるにあたり労使で構成される「ワーク

スタイルイノベーション委員会」を立ち上げた。今年からは「生産性

向上委員会」に統合し、生産性向上による業務改善を通じて労働者の

負担にならない働き方改革を追求している。 

この方針は「事業年度指針」として社長から提起され、本部長、課

長、各社員へとトップダウンで落とし込まれる。各社員はヒアリング

などを通じて指針を共有化した上で各自の目標設定を行い、その結果

ボトムアップで働き方改革が進むことになる。また、工場長をはじめ

役付者は日常的に工場を巡回し、各社員と積極的にコミュニケーショ

ンを図り、そこから得た提案や意見を重く受け止め改革につなげる

ようにしている。 
事業年度指針を示したカード 
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○【時間外労働の削減について】 

労働時間の管理はＩＣカードで行っており、各管理職

にデータを公開している。これにより各管理職はタイム

リーに残業時間や休暇取得状況データを把握し、適切な

指導を行うことができるようになった。 

また、毎週水曜日とプレミアムフライデーを定時退社

日と定め時間外労働の削減に取り組んでいる。始業前・

昼休み・終業時に放送で定時退社を促すと共に１５時以

降の会議は設定せず、１８時３０分以降は社内システム

を停止するなどにより定時退社が定着した。現在平均時

間外時間数は月２０時間以内に収まっている。 

 

○【年次有給休暇について】 

現在年休の年間平均取得日数が７日であるところ１

０日以上を目標に取得を促進している。具体的な取り組

みとして、所定休日と合わせ１週間程度の連続休暇を取

得できる「長期休暇制度」、年間６日を上限とする「半日

休暇制度」、年休の権利失効を２年６ヵ月にとする制度

などを導入した。また失効した年休を積み立て決められ

た条件で使用できる「年休ストック制度」や勤続の節目

で特別休暇３日と補助金を支給する「リフレッシュ休暇

制度」など年休以外の休暇の取得も促進している。 

 

○【多様な人材の活躍について】 

求人難の状況下、若者に目を向けてもらいたい考えから若者を応援する「ユースエール企業」

の認定に向けた取り組みを行っており、年休の年間平均取得日数が１０日以上になれば認定基準

を満たすので、頑張りたい。また女性の活躍については、平成３０年に策定した一般事業主行動

計画に基づき新卒社員の女性割合の拡大、育児・介護休業制度の周知徹底などに取り組んでいる。

それ以外にも高齢者、障害者、外国人材など多様な人材の積極的な採用と活躍を推進している。 
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